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● 生 年 月 日   ● 1 9 5 6 年 8 月 1 6 日 生 （ 満 56 歳 ）   

  ● モ ッ ト ー   ● 地 域 に 根 差 し 世 界 を 目 指 す 研 究   

                ● 夢 の 実 現 を 目 指 し た 研 究   

      ● 趣     味   ● 妻 と の 会 話   

        ● 研 究 分 野   ● ト ラ イ ボ ロ ジ ー (摩擦・摩耗・潤滑に関する科学技術）  

                      ● エ コ マ テ リ ア ル ・ サ イ エ ン ス   

                        ● ス ポ ー ツ 工 学   

● 出   身     地 ： 青 森 県 八 戸 市   

● 略     歴 ： 1 9 8 4 . 3 東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了 （ 工 学 博 士 ）   

                東 北 大 学 工 学 部 助 手 ， 講 師 ， 助 教 授 ， 山 形 大 学 工 学 部 助 教 授 を 経 て ，   

                  2 0 0 1 . 6 よ り 東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 教 授   

● 連   絡   先 ： 仙 台 市 青 葉 区 荒 巻 青 葉 6 - 6 - 0 1   東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科   機 械 シ ス テ ム デ ザ イ ン 工 学 専 攻   

                      堀 切 川   一 男       E   m a i l     k a z u o @ c c . m e c h . t o h o k u . a c . j p   

堀切川一男の自己紹介 
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基礎研究

地域産学連携型

基礎・ 応用・ 実用研究

地域に根差し 世界を目指す

グローカル産学連携型

基礎・ 応用・ 実用研究

山形大学共同研究組織

YU RN Sに所属

→地域企業と連携

新し い地域産学官連携制度

仙台市地域連携フェ ローに就任

→地域企業と積極的連携

開発製品数 

12件 開発製品数 47件 

堀切川一男の略歴 



堀切川が 2001年に 母校 東北大学 に転出する際、 

山形大学工学部への残留を求める署名活動 が行われた． 

 山形県の多くの皆さんにより， 

 堀切川に対して山形大学工学部へ 

 の残留を求める署名運動が展開 

→地域中小企業との製品開発12件 
 の実績への評価と継続してほしい 
 との多くの山形県民の声を認識 

→地域産学官連携のもとで 

 研究開発に取り組む必要性を， 
 より強く認識 



これまでに堀切川が受けた技術相談件数，開発製品化件数 

●これまで受けた技術相談件数：およそ１,７００件 
                （約８０％が中小企業） 

       →技術相談料全て無料 
 

●これまで開発した開発製品化件数：５９件 
    （ほとんどが中小企業との連携） 

                総売上は５０億円以上 
    （最終完成製品販売価格ベースでは４００億円以上） 

     →ロイヤリティー全て無料 
 



21世紀の日本における 
新しい産業構造 

の在り方についての私見 



20世紀の日本の産業構造の変遷 

・   

鉄 鋼   
・   

繊 維 

● 2 0 世 紀 は   基 幹 産 業 の 登 場   の 時 代   

● 2 1 世 紀 は   多 彩 な ベ ン チ ャ ー 産 業 の 登 場   の 時 代   
  ① 基 幹 大 企 業 の 肥 大 化 ・ 分 社 化 ・ ベ ン チ ャ ー 企 業 化   

  ② 下 請 型 中 小 企 業 の 空 洞 化 ・ 一 部 中 小 企 業 の 体 質 転 換 ・ ベ ン チ ャ ー 企 業 化   

  ③ 個 人 の 起 業 ・ 新 し い ベ ン チ ャ ー 企 業 の 登 場 

中 小 企 業 系 ベ ン チ ャ ー 企 業   

の 育 成 

倒 産 ／ 廃 業 リ ス ト ラ ／ 倒 産 空 洞 化 肥 大 化 

産 学 官 の 連 携   
が 有 効 

中 小 企 業 大 企 業 

当面，新しい基幹産業の登場は望めない 

世界経済のグローバル化 

の流れの中，国内社員で 

肥大化しすぎた大企業は， 

スリム化してゆく． 

一部は倒産の可能性も大． 

基 幹 

産 業 
  

情 報 ( I T )   
・   

電 気 ・ 電 子   
・   

自 動 車   
・   

造 船   

ものづくりを中心とする 

中小企業は，倒産・廃業 

に歯止めがかからない． 

空洞化は現在の産業構造 

のままでは解決できない． 

  20世紀に登場・成長してきた日本の基幹産業は，今後，一層 

 スリム化が進むと考えられる．基幹産業のものづくりを支えてきた 

 中小企業における空洞化問題や我が国における失業問題は， 

 現在の産業構造のままでは解決できないと考えられる． 



21世紀の新しい日本の産業構造の在り方 

基幹

産業
 

情報(IT ) 
・ 

電気・電子 

・ 

自動車 

・ 

造船 

・ 

鉄鋼 

・ 

繊維

ベンチャー

産業 ③起業

●20世紀は 基幹産業の登場 の時代 

●21世紀は 多彩なベンチャー産業の登場 の時代 

　①基幹大企業の肥大化・分社化・ベンチャー企業化 

　②下請型中小企業の空洞化・一部中小企業の体質転換・ベンチャー企業化 

　③個人の起業・新しいベンチャー企業の登場

中小企業系ベンチャー企業 

の育成

倒産／廃業リストラ／倒産 空洞化肥大化

産学官の連携 
が有効

①ベンチャー企業化

分社化

②ベンチャー企業化

体質転換

中小企業大企業

倒産／廃業 

新陳代謝に 

より活性化 

を維持

基幹

産業
 

情報(IT ) 
・ 

電気・電子 

・ 

自動車 

・ 

造船 

・ 

鉄鋼 

・ 

繊維

ベンチャー

産業 ③起業

●20世紀は 基幹産業の登場 の時代 

●21世紀は 多彩なベンチャー産業の登場 の時代 

　①基幹大企業の肥大化・分社化・ベンチャー企業化 

　②下請型中小企業の空洞化・一部中小企業の体質転換・ベンチャー企業化 

　③個人の起業・新しいベンチャー企業の登場

中小企業系ベンチャー企業 

の育成

倒産／廃業リストラ／倒産 空洞化肥大化

産学官の連携 
が有効

①ベンチャー企業化

分社化

②ベンチャー企業化

体質転換

中小企業大企業

倒産／廃業 

新陳代謝に 

より活性化 

を維持

21世紀前半に多彩なベンチャー産業を創造・集積させることが，

経済成長と雇用確保につながる．これを担う主役は既存の大企業と実力
のある中小企業であり，空洞化問題の解決にもつながる． 

●２１世紀は多彩なベンチャー産業の登場の時代 



就業者6300万人 完全失業者290万人

中小企業雇用者2800万人大企業 

雇用者

中小企業雇用者2800万人
大企業 

雇用者

雇用現状

失業問題解消，経済力拡大

280万人の 

雇用増

中小企業が新規事業に挑戦する意義

中小企業の10％が新規事業成功により雇用を倍増できれば

中小企業が新規事業に挑戦する意義 

   中小企業の10％が新規事業に挑戦・成功し，その企業の 

 雇用人数を倍増できれば，280万人の雇用を創出でき， 

 我が国の失業問題・空洞化問題の根本解決並びに， 

 経済力の回復・拡大につながる． 



新しい(地域）産業とは？ 

(1)企業の得意技術を活かした産業（「産」主導） 
 
(2)地域資源を活かした産業（「官」主導） 
 
(3)大学・研究機関のシーズを活かした産業（「学」主導） 
 
→これら３つは、社会ニーズと適合するかどうかが不明で、 
 筋が悪い（失敗確率が高い） 

(4)社会ニーズに応える産業 
 
  →最も筋がよく成功確率が高い 



(4)社会ニーズに応える産業 
 
 （a)巨大ニーズに応える産業 
   →多くの大企業が挑戦し熾烈な競争、 
    後発企業は負ける確率が高い 
 

   (b)局所ニーズに応える産業(ピンポイントターゲット） 

   →ライバルが少ない、勝てる確率が高い 
 

(b)局所ニーズに応える産業とは？ 
 

 ●地域ニーズに応える産業 

 ●高齢者(特に後期高齢者）ニーズに応える産業 

 ●・・・など多数 

社会ニーズに応える産業の分類 



産・学・官連携による研究開発の意義

〈20世紀〉 
基幹産業 

の成長・成熟の時代

〈21世紀〉 
ベンチャー産業

の登場の時代

産業構造

の変遷

         

学 産

官

基幹産業を支える 

教育研究拠点

ベンチャー産業を 

創出できる  

教育・研究拠点

理工系大学

の変遷

地域産業

の変遷
基幹産業を支える 

生産拠点

下請型中小企業 開発型中小企業

新分野開拓を目指す 

開発拠点

開発型 

地域企業の育成

繊

維

鉄

鋼

自

動

車

電

子

造

船

情

報

多彩な 

ベンチャー産業の創出

ベンチャー産業

産・学・官連携

基幹産業を支える下請型の生産拠点であった実力のある中小企業は， 

新分野開拓を目指す開発拠点を目指すべきである．そのためには， 

実効性のある地域産学官連携モデルの構築と実践が有効 

である． 

実効性のある地域産学官連携モデル構築と実践の意義 



次々と新製品の開発・事業化の成果を生み出す 
新しい地域産学官連携モデル 

「仙台堀切川モデル」の構築と実践 

～平成16年4月から現在までの 
仙台市地域連携フェローとしての活動の概要～ 

ニックネーム：ドクターホッキー 

せんだい  ほっきりがわ 



宮城県知事，仙台市長，東北大学総長，東北経済連合会会長 

の地域産学官トップ４者による 

「産学官連携ラウンドテーブル」 

での合意に基づき，２００４年度より仙台市地域連携フェロー制度を導入 

仙台市地域連携フェロー制度とは 

●仙台市地域連携フェロー制度とは 

 地域の自立的な新産業の創出のため，専門的知見 

  を活かした産学連携事業の円滑な推進を目指す制度 



『寺子屋せんだい』：地域企業技術者向けセミナーの実施 

『御用聞き型企業訪問』：地域企業への助言・指導 

『地域企業との共同研究』：製品開発 

→ 『時間とお金をかけずに， 

       地域企業との開発・実用化を 

                    達成すること』 

  を堀切川の地域連携フェロー活動のミッションとして設定 

仙台市地域連携フェローとしての堀切川の主な活動内容 



 仙台市内および周辺の製造業に勤務する方を対象にした 

 地域連携フェローコーディネートによるサロン形式の技術セミナー 

 を開催している．これまでに地域企業との連携に関心を持つ 

 大学，高等専門学校等の講師を招き，講演を行った後， 

 参加者と交流を行っている．（平成24年11月末現在74回開催） 

仙台市地域連携フェロー活動；寺子屋せんだい 



仙台市地域連携フェロー活動；御用聞き型企業訪問 

「何か困っていることはありませんか．困ったときにはいつでも相談をお引き受け

します．」という「御用聞き型企業訪問」を仙台，宮城の企業538社
（2012.11末現在，堀切川担当分約200社）に対して行ってきている．これらの

企業への技術相談等の支援回数は705回（2012.11末現在，堀切川担

当分は400回余り） 

技術評価・指導活動を通して，これまでに幾つかの企業と共同研究を行い，

実用化への諸問題等を解決し，製品化を達成してきている． 

御用聞き型企業訪問 



①企業において， 
  ○過去にあきらめた研究開発の失敗事例, 技術課題に直面して 

    いる事例を聞きだす（「潜在的企業ニーズ」の掘り起こし） 
  ○課題抽出，問題設定を行い，課題解決までの方法を提示する 

    →「御用聞き型企業訪問」の重要な目的の1つ 

仙台堀切川モデル ●step1 
仙台市地域連携フェロー活動における実用化を次々生み出す最重要ポイントは 

御用聞き型企業訪問による「潜在的企業ニーズの掘り起こし」 

②大学において， 
   ○課題解決のための短期支援研究の実施 
               (製品化，パンフレット作成，販売まで協力） 

   ○開発品の評価試験の実施 
              (製品の性能の数値化→市場への説明可能） 

→時間とお金をかけずに新製品開発が可能 

課題解決(学の支援） 企業内での開発進行部分 
Start Goal × 



Hokkirigawa Lab. Tohoku Univ. 

走行用の駆動プーリ-に東北大学堀切川研究室で開発されたRBセラミック
スを配合した複合材料からなる駆動プーリ-を開発し，雨天時でも電線上
の駆動を可能とした．その結果，実用化を達成している． 

高圧絶縁電線自動点検装置の開発 
北日本電線株式会社・東北大学堀切川研究室 共同研究 

 

これまでに，東北電力（株）へ96台納入！ ＲＢセラミックス複合材料からなる駆動プーリー 

高圧絶縁電線自動点検装置『ＯＣランナー』 

ＯＣランナーの内部 

初年度売上 
2億8800万円 



仙台堀切川モデル 

滑りにくいサンダル「安全足進」 
●東北大学 堀切川研究室 
●(株)中村商店 (宮城県石巻市） 
●東北大学病院 医療安全推進室 

●支援：仙台市，仙台市産業振興事業団 

産学官連携による共同開発 
2006.11より発売 

あんぜんそくしん 

滑りにくく履きやすいサンダルの開発 

中村商店（石巻市）は， 

東日本大震災により倉庫が大きな 

被害を受け，復興に奮闘中． 

販売足数10万足突破のヒット商品！ 



耐滑性に優れる歩道用コンクリート平板の開発 
（株）センコン・東北大学堀切川研究室 共同研究 

 

特殊な表面仕上げ加工を施すことで，雨天時など水で濡れた場合の耐滑性 
の向上に成功．これまで，様々な地域の歩道に採用されている． 
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ショットブラスト加工を施した耐滑コンクリート平板 

水濡れ面 

東日本大震災により工場の主要設備が壊滅的被害を受け，復興に奮闘中． 



堀切川が発案・企画・商品化した 

仙台の新名物料理「仙台づけ丼」 

魚種日本一（100種類以上）を誇る南三陸で獲れる
「旬の白身魚」を中心に多数の海鮮食材のヅケを酢
飯にトッピングにすることが特徴 

（堀切川の考案した特性づけたれ使用） 

1年間で34,000食突破のヒット商品に！ 

東日本大震災により 

宮城県の多くの寿司店 
が経営存続の危機
に直面しており，組合では 

組合会員およそ200店 
に対して仙台づけ丼
をメニュー化できる許可 

を出して復興への一助

となるよう奮闘中． 



仙台、宮城における 
東日本大震災以降の 

仙台市地域連携フェロー 
としての活動 



平成23年7月より被災企業再生支援のために 
仙台市地域連携フェロー活動を再開 



震災復興版・仙台市地域連携フェローとしての主要な活動 

（1）震災復興駆け込み寺 
   （アポなし緊急技術相談に迅速対応） 

（2）御用聞き型企業訪問・震災復興版 
   （従来の２倍のペースで企業訪問） 

          (1)＋(2)：支援回数134回（116社） 
                （堀切川担当分52回（42社））  

（3）企業ニーズ対応型寺子屋せんだい 
   （被災企業ニーズを発掘しそれに対応するテーマで 
    開催，例：夏場の電力需給対策，ラボツアー等） 

         (3)：震災以降12回開催 

（4）販路・受注開拓支援 
   （北九州市，京都市，神戸市，川崎市等と連携， 
    ビッグサイト，幕張メッセ等でのイベント支援） 

（2012.11末現在） 



震災復興のための堀切川のその他の活動 

１．仙台市震災復興計画検討委員 

   （仙台市震災復興計画を策定） 

２．宮城県行政評価委員会政策評価部会長 

   （平成24年度 一般政策・施策評価 
             ＋震災復興政策・施策評価を担当） 

３．文部科学省震災復興事業の制度設計協力 

   （平成24年度予算） 

４．経済産業省震災復興事業の制度設計協力 

   （平成23年度３次補正予算、平成24年度予算）  



●仙台市地域連携フェロー活動による東日本大震災以降の開発製品 

震災避難所用耐水・強化ダンボール製パーテション 
（４０００セットを被災地避難所に無料で寄付） 

耐水・強化ダンボール製教室パーテーション 
（仙台市内被災児童生徒受け入れ学校用） 

支援企業：今野梱包(株）（石巻市） 

東日本大震災により社長は自宅が津波で流され避難所生活を経験， 
被災地支援を行いながら自社の復興に奮闘中． 



食品加工・厨房用の超耐滑スニーカーシェフメイト グラスパー 
東北大学 堀切川・柴田研究室／山口（健）研究室，弘進ゴム（株）の共同開発製品 

●仙台市地域連携フェロー活動による東日本大震災以降の開発製品 



Conventional outsole The developed outsole 

Gait trials for the conventional and developed outsole 
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地域連携で開発，日本，世界で販売 

地域連携で開発，地域で販売， 

地域で利用 

広域連携で開発，日本で販売 

地域連携で支援，日本で販売 
地域連携で開発，日本で販売 

地域連携で 

開発・販売 

耐滑サンダル 
高圧絶縁電線自動点検装置 

ポリプロピレン樹脂製畳 

携帯型静摩擦係数測定機 

耐滑性に優れるレース用自転車タイヤ 
仙台フィンランド健康福祉センター
（宮城県仙台市青葉区水の森3-24-1）

仙台フィンランド健康福祉センター
（宮城県仙台市青葉区水の森3-24-1）

仙台フィンランド健康福祉センター内の歩道に採用された耐滑コンクリート平板0
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地域連携で支援，日本で販売 

耐滑性に優れる歩行用コンクリート平板 

リサイクルプラスチックを 

  用いた車輪止め  

仙台市地域連携フェロー活動により 

３１件の実用化 

(堀切川担当分）を達成 

防滑防水一体成形靴 

地域連携で 

開発・販売 



堀切川の仙台市地域連携フェロー活動が 

「仙台堀切川モデル」と命名される 

産学連携学会第４回大会（平成18年6月） において林 聖子 氏
（（財）日本立地センター）により，堀切川の行ってきている仙台市地域

連携フェロー活動が「仙台堀切川モデル」 と命名され発表される． 

１．林聖子 「仙台堀切川モデルの成功シナリオに学ぶ産業支援機関の産学連携による地域振興」，産学連携学会第４ 
  回大会講演予稿集（2006.6）． 
２．林聖子 「中小企業との産学官連携を成功に導く東北大学大学院工学研究科堀切川一男教授－「仙台堀切川モデ 
  ル」等＜産学連携による地域振興へのインフルエンサー⑪＞」，産業立地，Vol.45，No.4(2006.7)． 
３．堀切川一男，林聖子 「仙台堀切川モデルにおける「課題抽出・問題設定・問題解決」の手法分析」，産学連携学会 
  第5回大会講演予稿集（2007.6）． 
４．林聖子，堀切川一男 「仙台堀切川モデルの発展要因と新たなる制度設計」，産学連携学会第5回大会講演予稿 
  集（2007.6）． 
５．林聖子 「仙台堀切川モデルー地域中小企業との産学連携成功の秘訣ー」，産学官連携ジャーナル， Vol.3，No.10   
  (2007)． 
６．堀切川一男，林聖子 「短期間に多数の成功事例を生み出す新産学官連携スタイル 「仙台堀切川モデル」の発展 
  （第１報）－仙台市地域連携フェロー活動の体制強化－」，産学連携学会第6回大会講演予稿集（2008.6）． 
７．林聖子，堀切川一男「短期間に多数の成功事例を生み出す新産学官連携スタイル「仙台堀切川モデル」の発展（第 
  ２報）－産学連携チャートによる要因分析－」，産学連携学会第6回大会講演予稿集（2008.6）． 
 
ほか多数 



仙台市長 

東北大学総長 

宮城県知事 

東北経済連合会会長 
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東北大学   

堀切川研究室 

堀切川教授  

  

山口助教（現 准教授）  

学部４年生  

  

大学院学生 

地域企業群  
短期間で  

開発完了・製品化 

企業A 製品１  

  

企業B 製品２  

企業C 製品３  

・  

・  

・ 

●地域の産学官トップの合意→仙台市地域連携フェロー制度の導入 

  ●フェローチームによる御用聞き型企業訪問の実施 

    ●フェローによる開発課題(潜在的企業ニーズ）の抽出 

      ●フェローの大学研究室における課題解決  

        → 時間とお金をかけずに多数の製品化を達成 

仙台堀切川モデルの概要 

堀切川一男
（仙台市地域連携フェロー 、東北大学大学院教授）

御供真人氏
（仙台市産学連携推進課主任）

(前任者 梅沢裕子氏、嶋田浩之氏）

村上雄一氏
（仙台市産業振興事業団ビジネス開発ディレクター ）

地域連携フェローチーム

菊田肇氏
（仙台市産業振興事業団主事）

(前任者 加賀谷百合氏）



仙台市地域連携フェロー活動等に関する受賞 

●科学技術振興功績者表彰・文部科学大臣賞 
 （堀切川一男） 

●内閣府産学官連携功労者表彰・科学技術政策担当大臣賞 
 （堀切川一男、白田良晴、松田莞爾） 

●イノベーションコーディネート大賞・文部科学大臣賞 
 （堀切川一男） 

●JANBO Awards・地域プラットフォーム大賞 
 （仙台市産業振興事業団、村上雄一、北日本電線(株)） 

●イノベーションネットアワード地域産業支援プログラム表彰 

 事業・経済産業大臣賞 
 （仙台市産業振興事業団、実施責任者 加藤博之） 



 
 

●フェローチームによる御用聞き型企業訪問 
 という画期的な活動の企画・実行 

潜在的企業ニーズの掘り起こしの実現 

 

成功要因① 

仙台堀切川モデルにおける産学官連携の成功要因① 



 
 

課題抽出・問題設定・問題解決の的確さ 
（堀切川の豊富な製品開発体験） 
 

 

成功要因② 

●課題抽出力 

  何が課題かを見出す能力が重要   

  ●問題設定力（難易度が最も高い） 

    課題解決のために適確な問題を設定すること 

    が最も重要 

    ●問題解決力 

     専門家(研究者，技術者）であれば，自分の 

     専門分野では十分問題解決力を有している． 

仙台堀切川モデルにおける産学官連携の成功要因② 



 
 

訪問先企業発掘の的確さ 
（多数の地域企業を熟知した村上雄一氏の存在） 

 

成功要因③ 

仙台堀切川モデルにおける産学官連携の成功要因③ 



共同研究開発期間 

研
究
開
発
レ
ベ
ル 

第2段階以降： 
顧客のニーズに 
合わせて様々な 
製品化を図る 

第1段階： 
ミニマム目標 
に到達した時点で 
最初の製品化を図る 

の 
び 
し 
ろ 

研究者，技術者は最大の目標「 マキシマム目標」を追い求めがち 

→最小の目標「 ミニマム目標」を設定し「最初の製品化を図る」ことが有効 

→企業や地域の自信，顧客ニーズに対応した次への展開が可能 

→のびしろの大きい製品ほど将来性のある良い製品という共通認識が大切 

→最初の製品化は低いレベルほど良い 

仙台堀切川モデルにおける産学官連携の成功要因④ 

 
 ミニマム目標の設定による高い製品化達成率 

成功要因④ 



 
 

スタート時に公的資金援助がないこと 
（補助金狙いのみの企業やコーディネーター 
 が群がってこない） 

成功要因⑤ 

●多くの地域に共通する産学官連携の課題 
 研究費目当ての産学官連携の取組みが多く、実用化事例が 
 ほとんど生まれていない 

●「リスクが高い開発だから補助金で行う」は疑問 
 （これでは補助金制度は破綻する） 

●「補助金の100倍以上の売上を実現する開発の達成」を 

  強い目標とするべきである 

  （利益率5％、税率40％として補助金の2倍の税金を回収可能） 

仙台堀切川モデルにおける産学官連携の成功要因⑤ 



●プロジェクトのネーミングにこだわる 
 (例１） 山形テクノマリッジプロジェクト（RBセラミックスの開発プロジェクト） 
 (例２） Japanese Cool Running Project（ボブスレーランナーの開発プロジェクト） 
 

産学官連携における堀切川のこだわり 

・ネーミングにこだわる 

●開発製品のネーミングにこだわる 
 (例１） NAGANO SPECIAL(長野オリンピック日本チーム用ボブスレーランナー） 
 (例２） RB Ceramics(米ぬかを原料とする硬質多孔性炭素材料） 
 (例３） 安全足進（滑りにくいサンダル） 

→ ネーミングが「錦の御旗」となり 
    産学官のチームワークが良くなり 
       開発期間を短縮でき 
          製品化の成功率が飛躍的に高まる 



効果的な産学官連携の在り方について 

アイデア 研究開発 問題解決 評価試験 製造 販売 

大学 

公設試・支援機関 

企業 

◎ ○ 

○ 

◎ 

◎ ◎ 

◎ 

参考：産学連携チャート（林聖子，産業立地2007.3より） 

●アイデアは企業「学のシーズと産のニーズのマッチング」 
 の成功事例は極めて少ない 

●大学と公設試等が，研究開発，問題解決，評価試験で支援 

 する成功事例が極めて多い ⇒ 「川中支援」が有効 

○ ◎ ◎ 

●製造，販売は企業（大学，公設試が支援する場合もある） 



産学官連携の様々なスタイル 

●一般的な産学官連携のスタイル 

 (1)学のシーズと産のニーズのマッチングによる連携（官の支援） 

 (2)産、学が最初から連携して研究開発（官の支援） 

    →(1), (2)ともに成果を生み出しにくい 

●成果を生み出しやすい産学官連携のスタイル 

 (3)学の知の活用（専門的知識、考え方の活用） 
   による産の課題解決（官の支援） 

 (4)学の知の活用（実験装置、解析手法等の活用） 
   による産の製品、技術の性能評価（官の支援） 



①新商品の開発 ②新マーケットの開拓 

学 

産 

官 民 

報 

新 

商 

品 

開発 販売 

支 援 

支 援   

（ニーズ・シーズ情報） 

ニーズ 

産・学・官・金・報・民の連携 

金 
（開発資金融資，支援企業の紹介や 
 客先とのコーディネート，etc.） 

産・学・官・金・報・民の連携が有効 － ニーズは社会（民）にある 



 

①地域企業支援に取り組む充実感 

 
②製品化・商品化できた時の達成感 
 
③開発品を使っている人たちの 
     笑顔を見たときの満足感 
  

仙台市地域連携フェロー活動を継続するモチベーション 



 
 

 

「仙台堀切川モデル」（仙台市地域連携フェロー活動） 
 について依頼講演をさせていただいた地域 

→ ３９都道府県 (２０１２．１１現在，赤色）1２0回以上 

→ 今後全国各地域で 

  「仙台堀切川モデル」 
  を基にした取組みにより 

  多数の成果が 

  生まれることが期待される 

→ 「仙台堀切川モデル」は 

  低費用で短期間に多数の成功事例を 

  生み出す新しい産学官連携スタイル 
  として急速に全国各地域に普及しつつある 

講演地域 

「仙台堀切川モデル」についての依頼講演を行った地域 



 １．雇用確保・雇用創出（最も重要．企業単独の努力では限界あり． 

                     即効性のある方策として自治体等による 
                     企業誘致が最も効果的） 

 ２．企業存続（倒産・廃業しないように頑張るだけでも実際には大変） 

 ３．消費活性化（例：激減した被災地への観光客の回復は極めて難しい） 

 ４．販路・受注開拓（企業も努力しているが厳しい状況の企業が多い） 

 ５．新製品開発・新事業への展開 

     → 震災前の状態に完全に戻ることは不可能 

      魅力ある新製品・新事業に挑戦したいという 
        被災地域企業は多い！ 

  

復興のために地域企業が取り組むべきこと 



復旧から復興そして大いなる飛躍に向けて 

我々は， 

震災前よりずっと良くなることを 

目指して，地域産学官連携により， 

長い道のりの 

地域産業復興支援に取り組んでいきたい． 

復旧から復興 
  そして大いなる飛躍に向けて！ 



地域に根ざし，世界を目指す研究・夢の実現を目指した研究 

新しい地域産業の創出による復興と大いなる飛躍 
及び 日本，世界の雇用創出・経済発展につながる 

新しい産業構造の確立 

という夢の実現を目指して 

小さな成功事例を多数産み出す 

仙台市地域連携フェロー活動に取り組んでいきたい． 


























	1
	2

	Button1: 


